
学生主導型 フィール ド学習 と支援プログラムの導入にむけて

学生主導型 フィール ド学習 と支援 プログラムの

導入にむけて

田中晃代,保 本正芳

Student Support Programs and the Introduction to Fieldwork

Techniques

Akiyo TANAKA and Masayoshi YASUMOTO

 The aim of providing support in field study to new students is to ensure that they are capable of 

carrying out fieldwork. Workshops are organized, for example, on using the K-J method and on report 

writing. It is very important that students share the time of "awareness" and "turn around." Such 

support programs offer practical training and not just theoretical knowledge, and the students can make 

their decisions independently after participating in such programs.

1.は じめに

文系学部の講義形態は,一 般的に座学教育が

中心である。2010年 度に設置 された総合社会

学部の環境系専攻は,統 合化 された学問を目指

す環境学を視野に据え,環 境 と人間 ・社会 との

関係 を総体的に眺め,文 理融合型の解決 アプ

ローチを図れる人材 を養成することを目的とし

ている。受動的な教育だけでな く,学 生 自らが

考え判断出来る能動型の学習が必要である1)。

そこで,能 動型学習の導入の一環 として,学 生

の主体性 ・勉学意識を引き出すきっかけとなる

フィール ド学習(イ ベント)を 実施 した。

フィール ドを捉えるとはどういうことなのか

について,篠 原らは 「テーマに関わるさまざま

な事柄 を,フ ィール ドの人々の中に入ってい

き,見 て,聞 き,記 録 し,考 え,記 述する一連

の研究過程」 と称 している2)。フィール ドにお

ける様々な事象から重要と思われる事象を抽出

し,分 析,考 察するという一連の過程を経験 し

てもらうことこそが,文 理融合型解決アプロー

チを図れる人材 を養成するものと考える。

今回実施 した2回 のイベ ントは,"ま ち"や

環境についての見方 ・考え方を身につけること

を目的にしつつも,学 生 自らがイベン トを企

画 ・実行することにより,物 事 を調整する力 を

高めるという副次的効果 も得 られる。

本論では,本 年度のイベント実施報告及び支

援(こ こでいう支援 とは,学 生の主体性 を高め

るための教員側の学生へのはたらきかけと定義

する。)状 況分析,今 後のフィール ド学習にお

ける学生支援プログラムの導入について検討す

る。

2.環 境系イベントの実施

2.1イ ベントの概要

教員がイベント実施 を提案 した後,学 生実行

委員(7名)が 結成された。実行委員によるイ

ベント内容 を検討 した結果 ,博 物館見学 と"ま

ちあるき"を 設定 し,6月27日 と11月28日

に実施する事 とした。環境系専攻には地球環境

コースと都市 ・まちづ くりコースが設置 されて

おり,地 球環境 コースを希望する学生に対 して

も満足が得 られるよう博物館見学 を"ま ちある

き"に 付加 したといえる。実行委員は,計 画立

案 ・イベント実施だけでなく,イ ベント終了後
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表1第1回 イベ ン ト運営スケジ ュール

企画運営スケジュール

6月4日 委員顔合わせ,場 所の検討(実 行委員会①)

6月11日 場所の候補(実 行委員会②)
6月17日 ポ スター ・パ ンフ レッ ト作成,名 簿確定(実 行委員会③)

6月27日 しおり印刷(実 行委員会④)

6月28日
一

環境系イベント当日
」■一 一 ド願■ ル

8月2日 「近江八幡まち歩 きマップ」作成

8月5日

オープンキャンパスにて 「近江八幡まち歩 きマ ップ」展示

{趣翻 夢鰹漏 コ
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も学 部オープ ンキ ャンパスにて報告 や報告書 の

作 成 を行 う事 となった。

第1回 イベ ン トにお ける,実 行 委 員 よる会

議,イ ベ ン ト当 日,オ ープ ンキ ャンパ ス用 ボス

ター作 成風 景,作 成ポス ター をスケジュール と

併せ,表1に 示 す。

2.2第1回 イベン ト

第1回 は,2010年6月27日(琵 琶湖†専物館

見学,近 江八幡まちあるき)に 実施 した。参加

者は,学 生20名,教 員7名 であった。

琵琶湖博物館は,滋 賀県草津市の琵琶湖畔に

あ り,「湖 と人間」というテーマに沿って,琵

琶湖 とその他の湖沼についての自然 ・歴史 ・暮

らしの理解 を深める展示がされている。これら

の見学から,「湖 と人間」の共存関係,さ らに

地球規模での環境や生物多様性の保全について

考えるきっかけとなることが選定理由である。

当日は,移 動中に教員から博物館の企画 ・展示

について説明を行い,館 内を閲覧した。

滋賀県近江八幡は,文 化財保護法第144条 の

規定に基づき,国 が選定した重要伝統的建造物

群保存地区(以 下,重 伝建地区)で ある。戦国

期に豊臣秀次により開かれた城下町で,江 戸期

には近江商人の在郷町として栄えた。また,関

西 を中心に数々の洋風建物 を残す,建 築家ウィ

リアム ・メレル ・ヴォーリズが近江八幡にも数

多 くの洋風建築 を残 している。現代 において

も,鉄 道の駅が町から少 し離れた位置に設けら

れたこともあ り,近 江八幡は和洋の貴重な建物

が混在する古い町並 を残 している。"ま ち"の

様子は,人 間 ・環境 ・社会の繋が り(関 係)を

表 した ものである。各々の"ま ち"の 感 じ方

(興味を持つところ)の 違いを議論することが,

「人間 ・環境 ・社会」を考えるきっかけとなる。

イベ ント当日は3コ ースに分かれ,"ま ち"を

散策 した。街の人々との出会い ・対話は,"ま

ち"の 理解 を進めるイベント実施の重要な意義

である。参加学生には,興 味のあった物,店,

建造物等 を撮影 し,メ モを取る事を課題 とし

た。イベント終了後,参 加学生からは 「次回も

ぜひ参加 したい」との意見があ り,満 足度の高

い評価が得 られた。

2.3第2回 イベン ト

第2回 は,2010年11月28日(人 と自然 の

博物館見学,丹 波篠山まちあるき)に 実施 し

た。参加者は,学 生43名,教 員9名 であった。

参加者は,前 回と比べて大幅に増加 した。前回

イベントの参加者の満足度の高 さが,参 加者の

広がりをみせた要因と考える。

兵庫県立 「人と自然の博物館」は,兵 庫県の

多様な自然 を紹介する 「兵庫の自然誌」 をは

じめ,「 人と自然⊥ 「新 しい文化⊥ 「生物の世

界」,「地球,生 命 と大地」の5つ をテーマとし

て,人 と自然 とのかかわり,地 球 ・生命の営み

等 を紹介 している。

兵庫県丹波篠山は,江 戸時代に篠山城が築か

れた事に伴った城下町で,近 江八幡 と同様に重

伝建地区である。6月 と11月 の両イベ ントに

参加 した学生か らは,「 同じ重伝建地区であっ

ても,"ま ち"の 違いを感 じる事が"ま ちづ く

り"に 役立つ と思った。」 と感想があ り,イ ベ

ントを2回 実施 したことに意義があった。図1

に第2回 環境系イベントの様子 を示す。

3.学 生支援プログラムの導入

3.1イ ベント開催前の学生支援

表1,2に 示す ように,第1回 および第2回

のイベン ト実行委員会のスケジュールをみる

と,回 数お よび打 ち合わせ内容が明らかに異

なっていることがわかる。

回数については,第1回 の実行委員会は4回

程度の実施であるが,第2回 の実行委員会は9

回の実施 と倍以上の回数 となっている。打ち合

わせ内容については,第1回 は 「場所の候補」

や 「ポスターやチラシの制作」などの作業にと

どまっているが,第2回 は 「場所の候補」のみ

ならず,「 まちあるきコースの検討」や 「班分

け」,「班 ごとのリーダーの確定」,「当日の役割

分担」等多様化 している。

第1回 のイベント実行委員会 を構成する学生

は入学後2ヵ 月しか経過 しておらず,企 画運営
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(a)人 と自然の博物館(b)丹 波篠山での様子

図1第2回 環境系イベン トの様子

表2第2回 イベ ン トスケジ ュール及び分担

実施日

月/日
内容

役割

教
員
学
生

10/1 場所の候補(実 ①) ●

10/8 場所の候補(実 ②) ●

10/15 場所確定,チ ラシ作成(実 ③) ●

10/22 コー ス,施 設検討(実 ④) ●

10/23 オ ー プンキ ャンパス打 ち上げ ○ ●

10/29 バスレク内容検討(実 ⑤) ●

11/4 行事許可願提出 ● 一

ll/5 チラシ作成(実 ⑥) ●

11/12 チラシ配付,班 分け(実 ⑦) ● ●

ll/19 名簿確定,し お り作成(実 ⑧) ● ●

ll/26 実行委員役割確定(実 ⑨) ○ ●

11/28 イベント当日運営 ●

11/29 行事報告書提出 ● 一

12/3 企画運営課題の整理 ●

12/10 企画運営課題の整理(KJ法) ○ ●

12/17 報告書作成のイメージ共有 ● ●

12/24 報告書作成のイメージ共有 ●

●:内 容について,お もにその役割を担った主体,

0:運 営 のためのチ ェックリス ト作成づ くりや,

KJ法 をやってみてはどうかと促す助言。(実):実

行委員会の開催。

の多 くが教員によって実現化 された。例えば,

「場所の候補」であるが,事 前に環境系専攻会

議での教員間の話 し合いをもとに場所の候補を

リス トアップしたのち,実 行委員会で諮るなど

の過程を経た。教員間の話 し合いでは,「地球

環境に興味を持つ学生」,「都市 ・まちづ くりに

興味をもつ学生」が共に満足のいくイベントで

あることを第一義の目的とすることが共有 され

た。

しかし,第2回 の実行委員会では,第1回 の

イベン トの 「場所の候補」を参考にしながら,

「歴史的な町並み散策」 と 「自然をテーマにし

た博物館」が学生側から提案 された。

3.2イ ベント開催後の学生支援

第1回,第2回 のイベント実施における支援

の特徴 は,イ ベ ン ト終了後に 「オープンキ ャ

ンパス」で学生達に 「発表の場」を設けるこ

とや,「KJ法 を活用 した目的意識の共有化」や

「作業の場」を用意するなど,学 生達に 「気づ

き」や 「振 り返 り」の時間を共有 してもらうこ

とにあった。

例えば,第1回 イベント終了後では,オ ープ

ンキャンパスに展示するための 「近江八幡 まち

歩 きマップ」 を作成 した。第2回 イベント終了

後では,あ る学生から 「イベント運営の反省が

必要」 という声があがったため,KJ法 を使っ
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適度な休憩が

ほしかった.

:事 前にまちの 下見があれば,
:
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(凡例 口:良 かった と思 う点,口:悪 かったと思 う点,1⊃:目 的だと思 う点)

図2KJ法 によるイベントの反省点

た実行委員同士の目的の共有化が図られた。図

2に,KJ法 による詳細なイベ ン ト反省点を示

す。

図2は 大 きく 「当日準備に関する意見」 と

「事前準備に関す る意見」に分類 されている

が,そ の中心部には 「目的」が明記 されてい

る。「歴史的景観保全」と 「自然とのかかわり」

という第1回 から引き継がれてきたイベントの

キーワー ドに加 えて,新 たに 「人びとの暮 ら

し ・文化」というキーワー ドが学生間で共有化

されたことがわかる。

当初,教 員間で話 し合われていた 「地球環境

に興味を持つ学生」「都市 ・まちづ くりに興味

をもつ学生」が共に満足のい くイベン トであ

ることを目的とした内容であるとい う理由で,

「歴史的景観保全」や 「自然」が提案されたが,

そのほかにも,こ の両者のテーマをつなぐ新た

な目的としての 「文化」が学生間で認識 された

ものと考える。

学生に,こ うした 「気づ き」や 「振 り返 り」

の機会 を持ってもらうことによって,新 たな目

的の共有化が促 され,次 の段 階へ とステップ

アップが見込 まれたものと考えられる3)。

4.お わ りに

イベ ン ト実行委員 の学生 は,ポ ス ターやパ ン

フレッ トの作成 だけでな く当 日のスケジュール

や移動 のバ スの中での レク リエーシ ョンのプロ

グ ラム等 も考 え,イ ベ ン ト終 了後 の オー プ ン
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キャンパスでの発表にまで至った。各々が自然

に役割を担っており,一 部とは言え,学 生の主

体性を引 き出す 目標は達成 している。現在 は,

イベント報告書の作成,来 年度のオープンキャ

ンパスの報告に向けての検討などが,学 生主体

で行われている。

2年 時必修科 目である 「演習B」 には,実 際

に"ま ち"を 歩 き,建 物や"ま ち"と いう空間

からデータを抽出 ・分析する実習が含 まれる。

イベントは,演 習の受講前授業 とも位置づけら

れ,イ ベントと演習を経験 した2年 生主導 とな

る来年度のイベントは,今 年度よりも充実した

イベントになると期待 している。

最後に環境系専攻の1年 生(2010年 度:月

城静,玉 中健太,矢 野修平,塩 見拓也,花 立智

司,小 川翔平,青 山昌也,西 尾圭祐,小 田島史

弥)の 各氏の協力貢献 と,総 合社会学部事務部

による支援に深い感謝の意 を表 します。

参考文献:

1)小 川 潔:「 都市 の中で 環境 学習 を考 える」

(1994),都 市 問題,第85巻 第5号,pp.3-13

2)篠 原 清夫 ・清水 強志 ・榎 本環 ・大 矢根淳

編 「社 会 調査 の基礎 社 会 調 査士A・B・

C・D科 目対応」(2010),弘 文 堂,pp.70-73

3)山 内 祐 平,ほ か:「 学 び の 空 間 が 大 学

を 変 え る 」(2010),ボ イ ッ ク ス 株 式 会

社,pp.46-50


